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　　　　高等学校における地学教育の今後

～新学習指導要領施行にあたって教育現場からの提言～

川勝和哉＊

The　Fut皿e　of　Earth　Science　in　High　School　education

　　　　and　the　effect　of　the　New　Co皿se　of　Study

Kazuya　Kawakatsu＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　A　new　course　of　study　was　implemented　in　Apri1，1994，0ne　which　diversifies　the　teaching　of

science　into　numerous　classes　and　elective　courses　according　to　each　student’s　interest．It　does

n・tc・ntradicttheideathatsciencesh・uldbeanintegralsubjectf・reachstudent’sgeneral

education，but　strengthens　awareness　about　the　connection　between　various　scientific　fields

（such　as　physics　IB，and　earth　science　IB）．

　The　new　course　of　study　encompasses　numerous　disciplines　and　gives　serious　attention　to

each　student’s　individual　preferences．Consequently，those　students　who　do　not　take　an　earth

science　course　should　be　given　the　oPPortunity　to　study　earth　science　in　other　science－related

fields　such　as　physics，chemistry，and　biology．This　idea，as　prescribed　by　the　new　course　of

study，is　a　very　important　aspect　of　providing　quality　education　for　each　student　and　should

not　be　difficult　to　implement．

Key　words二earth　science，new　course　of　study，diversifies，general　education，individual

　　　　　　preferences．

は　じ　め　に

　現在，生徒の理科離れの危機が叫ばれており，高等学

校においては，物理と並んで，地学の講座が急激に減少

している．兵庫県で地学の講座を開講している高等学校

は，平成5年度現在で164校中38校のみである．生徒ば

かりでなく，教師にさえも，r地学は学習領域が広範で

あって学習させにくい，難しい科目であり，できれば避

けたい」という意識がある．また，今だに新しい事実が

次々と発見されつつあり，理科の中でも歴史の浅いr不

明な部分が多く残されている」分野であるといった事情

からであろうか，国公立大学のセンター試験において

は，基本的な設問に止められているために，入試で得点

をかせぐためのr手段」として選択する生徒もいる．こ

のようなrねじれ」を正し，文部省（1989b）の新学習
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指導要領にもあるとおり，本来の理科教育の目的である

r自然に対する興味・関心の向上」を目指さねばならな

い．もちろん，これは生徒の興味・関心に応じて教育内

容を下げることを意味しているわけではない．科目の細

分化や履修パターンの複数化は，ともすればr理科教育

は全人教育である」という理念と矛盾するもののように

捉えられがちである．しかし，生徒の個性に合わせた形

で科目が細分化される程，各科目の学習内容は，科目間

の横のつながりを意識して，できるだけ幅広い内容にな

るように工夫されている．したがって，地学講座を履修

しない生徒や，履修したくても出来ない生徒に対して，

地学分野の内容を，他の科目の授業の中で，有機的な結

び付きをもたせて発展的に取り扱うことは，困難なこと

ではないし，むしろその必要性は，新学習指導要領（文

部省，1989b）の理念によって支持されよう．

　ここでは，地学分野の内容をどのように盛り込むこと

ができるかについて，現場の教師としての立場から検討

する．なお，文部省等から出される文書は元号表記とさ
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れており，教育現場で働く者にとって，通知・通達は元

号の方が馴染みがあると考え，ここでは元号・西暦の併

記とした．筆者は現在，理科全科目を教科担当している．

学習指導要領の改訂について

　昭和58年（1983年）11月の第13期中央教育審議会教育

内容等小審議会において，科学技術の進歩と経済の発展

によって生み出された，情報化・国際化・価値観の多様

化・核家族化・高齢化などの，社会の変化に対応するた

めに重視されるべき視点として，①自己教育力の育成，

②基礎・基本の徹底，③個性と創造性の伸長，④文化と

伝統の尊重，が上げられた（中央教育審議会，1983）．ま

た，昭和60年（1985年）6月から昭和62年（1987年）8

月にかけて出された臨時教育審議会の諸答申（1960，

1961，1962a，b）において，①個性重視の原則，②生

涯学習体系への移行，③変化への対応，が教育の在り方

を検討する観点として示された．これらを踏まえて，昭

和62年（1987年）12月の教育課程審議会第26回答申

（1987）は，①心豊かな人間の育成，②自己教育力の育

成，③基礎・基本の重視と個性を生かす教育の充実，④

文化と伝統の尊重と国際理解の推進，を基準にして，教

育課程を改善すべきであるとしている．

　理科に関する昭和54年（1979年）5月の改定では，①

高等学校への進学率の上昇に伴う高等学校教育内容の在

り方の見直し，②理科の履修に関して，生徒の実態に応

じた弾力的扱いが可能となるような内容の精選，③最近

の自然科学と科学技術の進歩に伴う成果を理科教育に反

映させ，時代の進展に即応できるような柔軟な思考力や

創造的能力の育成ができるように，質的改善と基本的事

項への精選集約をおこなう，④環境保全の立場を盛り込

む，等の時代の要請により，①教科の目標を総括的な目

標として，簡潔で平易に集約して示す，②基礎理科を廃

止し，自然を総合的にみるr理科1」を新設し，中学校

理科との関連をはかる，③探究的学習を行うために，研

究課題を設定する科目r理科H」を設ける，④物理・化

学・生物・地学それぞれのr　I」，r豆」の分割を廃止し，

統合する，⑤r理科1」を必修科目として定める，とし

た（文部省，1979）．

　さて，平成元年（1989年）3月の文部省令第1号

（1989a）により，新高等学校学習指導要領が平成6年

（1994年）4月入学生徒に係る教育課程から，学年進行

で適用されている．今回の理科全体および高等学校理科

の改善について，①科学技術の進歩や情報化を考慮し，

自然に親しむこと，②観察や実験をさらに重視して問題

解決能力を培うこと，③自然に対する科学的見方や考え

方・関心や態度を育成すること，を基本方針とし，特に

高等学校指導要領（文部省，1989b）には，理科の目標

として，r自然に対する関心を高め，観察，実験などを行

い，科学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然

の事物・現象についての理解を深め，科学的な自然観を

育成する」とある．ここでは，①自然の事物・現象に対

する主体的な探究活動を通して科学の方法を習得させ，

科学的な思考力や判断力を育てることを重視すること，

②生徒の能力や適性・進路等に応じた適切な選択履修が

可能になるように多様な科目を設けること，があげられ

ている．

　旧学習指導要領（文部省，1979）から新学習指導要領

（文部省，1989b）への各科目の大きな変更点は，①自

然環境について総合的に理解させるr総合理科」を新設

し，特定の事物・現象についての観察・実験・調査を行

う課題研究を行う，②応用的科学や日常生活とのかかわ

りに関する内容を取り扱うr物理I　A」r化学I　A」r生

物IA」r地学IA」を新設する（この内容は，実際には

センター試験を含めて大学入試とは関係をもたないであ

ろう），③自然科学の基本的概念の形成を図る内容を中

心に取り扱うために，r理科1」のそれぞれの分野の内

容をもとにして構成されるr物理I　B」r化学I　B」r生

物I　B」r地学I　B」を設定する，④r物理H」r化学皿」

r生物L　r地学n」を設定し，r　I　B」科目の履修後に

さらに内容を発展的に学習させる，とされた（表1）．

r総合理科」は4科目の枠を取り払った内容であり，多

様な扱いが可能である．また主体的な問題解決の場とし

ての課題研究から構成されていることが大きな特徴であ

る．r　I　A」においては，日常生活と関係の深い科学的な

素養を身につけさせるために探究活動が取り入れられて

おり，生徒の興味・関心に応じて選択履修させる4つの

大項目と，必修である環境教育項目とからなっている．

またr　I　B」及びr　H」においては，探究活動や課題研

究において自然環境についての調査などが位置付けられ

ている．具体的に内容を見てみると，①r観察・実験を

通して」がrを行い」に変更され，観察・実験および生

徒の主体的な探究活動が一層重視されている（教科書で

も，巻末にまとめて掲載されず，本文の一部として随所

に組み込まれている），②日常生活とのかかわりを重視

し，大幅な削除や追加がなされている，特に総合理科や

新設されたr　I　A」科目については大項目，中項目止ま

りとして内容の示し方が大綱化されている，③コン

ピューターの活用が指示されている，④生徒の能力や適

性に応じて，適切な選択履修が可能となるように科目設

置されている，⑤科目指定を外し，必修単位数の弾力化

が図られている，⑥r　I　A」は必修項目と選択項目から

なり，r総合理科」とr　n」の課題研究ではその課題が生
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徒の実態等に応じて選択できるように，例外の許容と弾

力的措置へ対応できるように配慮されている，⑦すべて

の科目の内容の取り扱いについて，趣旨を明確にし，歯

止め事項が示されている，⑧環境問題に対応できるよう

に，r　I　A」のすべての科目について必修とされている，

等である．

　要するに今回の改訂のポイントは，高等学校理科教育

の内容が学問的科学体系をもとに構成されてきたことか

らくる（とされる）生徒の理科離れをくい止めるため

に，日常生活とのかかわりという側面も重視する点にあ

る．その手法として，主体的探究活動や課題研究の重視

と選択科目の大幅な増加があげられている．その目的の

ために，各教科内容は精選・集約され，学習内容が網羅

的にならないように，とされているのである．

旧学習指導要領（文部省，1979）における地学

　昭和54年（1979年）公示の改訂では，地学分野はr理

科1」（必修）とr地学」（選択）において学習させるよ

うに指示されていた．ここでは，r理科1」およびr地

学」の項目を箇条書きし，各項目ごとに，どのような内

容を学習していたかを示す．

1　r理科1」

　（1）力とエネルギー

　　　r力と運動，落体の運動，仕事と熱，エネルギー

　　　　の変換と保存」

　（2）物質の構成と変化

　　　r物質の構成単位と成分元素，物質量，化学変化

　　　　とその量的関係」

　（3）進化

　　　r細胞とその分裂，生殖と発生，遺伝と変異，生

　　　　物の進化」

　　　　生物の進化では，地球環境の変化にも触れなが

　　　　ら，生物を中心に扱う．示準化石や生物の系統

　　　　についても簡単に触れる．

　（4）　自然界の平衡

　　　r地球の運動，地球の形状，地球の熱収支，生態

　　　　系と物質循環」

　　　　自転・公転の証拠，地球の大きさの求め方，地

　　　　球の大気と海洋，地球内部の層構造，全地球的

　　　　規模の熱収支，生態系における炭素や窒素のエ

　　　　ネルギーの流れ（動的平衡）について扱う．

　（5）人間と自然

　　　r資源，太陽エネルギー，原子力の活用，自然環

　　　　境の保全」

　　　　全地球的規模での水資源，農林資源，地下資源

　　　　（特に化石燃料），太陽エネルギー，原子力，放
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　　　射能の性質と用途，環境問題を取り扱う．

2　r地学」

（1）地球の構成

　　ア　惑星としての地球

　　　「地球の特徴，地磁気と重力」

　　　惑星としてみた地球，地磁気の3要素，地磁気

　　　　の原因と変化，バン・アレン帯，古地磁気，重

　　　力の定義と大きさ，重力異常，地下構造，ジオ

　　　　イドを扱う．

　　　大気と海洋

　　r大気の運動，海水の運動，大気と海水の相互作

　　　用」

　　　風の吹き方，偏西風の波動，大気の大循環，海

　　　水の塩分濃度・温度・密度，海水の循環，潮

　　　汐，潮流，津波や波浪，海岸地形，海洋による

　　　気温や二酸化炭素に及ぼす影響について扱う．

　　　地球内部のエネルギー

　　r地震，マグマと火成活動」

　　　地震波，地震の規模，地震のエネルギー，地震

　　　と地質現象，火山活動とそのエネルギー，岩石

　　　の観察，マグマの生成と分布を扱う．

　　r地層の形成，地層の層序とその対比」

　　　堆積物から堆積岩が生成される過程，地層の成

　　　因と特徴，地層累重の法則，鍵層や化石による

　　　地層の対比，初歩的な地質図を扱う．

　　　地殻

　　r最近の地殻の変化，地質時代の地殻の変動」

　　　火山や地震，水準測量によって知り得る最近の

　　　地殻の動き，褶曲，断層，整合と不整合，造山

　　　運動と変成岩の形成を扱う．

　　　地球の進化

　　r原始地球，地質時代」

　　　地球の起源，原始大気，原始海洋，生命の起源，

　　　大陸の成長と移動，海洋底の拡大，生物の変

　　　遷，地質時代の区分を扱う．

　　　日本列島の地質

　　r日本列島の特徴，日本列島の成立」

　　r太陽の形状，太陽の活動」

　　　エネルギー源としての太陽，太陽が放出してい

　　　る電磁波や粒子，太陽表面の現象について扱

　　　う．

　イ

　ウ

（2）地球の歴史

　ア　地層

　イ

　ウ

　エ

（3）宇宙の構造

　ア　太陽
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表1　高等学校理科科目の変遷（兵庫県教育委員会，1991に加筆）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表中の（ ）は，標準単位数を示す．

①　昭和31年度（1956年）改訂（昭和28年（1953年）の

　理科教育振興法の制定をうけ，科学技術の振興を目的

　とした）

②　昭和35年度（1960年）改訂（科学技術のさらなる振

　興を目的とした）

4教科必修とする。ただしA科目は平易

4科目のうち2科目を選択必修 B科目は理論的，定量的，系統的である

能
力
の
深
ま
り

物理（5）

　
／

物理（3）

化学（5）　
〔
［

化学（3）

生物（5）　地学（5）

I　I
生物（3）　地学（3）

物理B（5）　
　
／

物理A（3）

化学B（4）　
　
／

化学A（3）

生物（4）

地学（2）

興味・関心の広がり

③　昭和45年度（1970年）改訂（理科教育の現代化を目的とした）

1を付した科目の中から2科目を選択必修

または6単位の基礎理科の必修

物理凪3）　
　
↑

物理1（3）

化学H（3）　
　
ノ
「

化学1（3）

生物凪3）　
　
／

生物1（3）

地学1（3）
　
　
1

地学1（3）

基礎理科（6）
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④　昭和53年度（1978年）改訂（豊かな人間性の重視，ゆとりと充実を目的とした）

理科1が全員が必修とする．理科n，物理，化学，生物，地学は原則として

理科1を履修した後に選択して履修

物理（4）　化学（4）　生物（4）　地学（4）　理科n（2）

理科1（4）

⑤　平成元年度（1989年）改訂（多様化，個性化への対応を目的とする）

総合理科，物理I　AまたはI　B，化学I　AまたはI　B，生物I　AまたはI　B，地学I　Aまたは

IBの5区分から2区分にわたって2科目4単位以上を履修

物理∬，化学H，生物H，地学Hは，原則としてそれぞれに対応するI　B科目の履修後に履修

物理凪2）化学凪2） 生物H（2） 地学凪2）

↑ ↑ ↑ ↑

物理I　B 化学1 B 生物I　B 地学I　B 物理I　A 化学I　A 生物I　A 地学I　A 総合理

（4） （4） （4） （4）　　　（2） （2） （2）　　　（2） （4）

中学校理科の基本的な科学概念の側面 中学校理科の日常生活とのかかわりの側面

由堂祐租税の繍A的ナδ飾り柵いの側面
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イ　恒星

　r恒星の放射，恒星の進化」

　　恒星の明るさと距離，スペクトル型と表面温

　　度，恒星の分類，質量と光度の関係，散開星団

　　と球状星団の違い，星間ガスと星の誕生，質量

　　による進化の仕方と寿命の違いについて扱う．

ウ　銀河系と宇宙

　r銀河系，銀河系外星雲，宇宙」

　　星や星問ガスの空間分布，構造と大きさ，質

　　量，運動，銀河系や宇宙の形状と種類，距離と

　　分布，距離とスペクトル線のずれ，宇宙論の紹

　　介などを扱う．

新学習指導要領（文部省，1989b）における地学

　新学習指導要領の「地学I　A」「地学I　B」「地学H」

において，学習するよう指示されている地学分野の内容

を，各科目の特性と共に示す．

1　r地学I　A」

　日常生活と関係の深い地学的事物・現象に関する探究

活動を通して，科学的見方や考え方を養うことと，科学

技術の進歩と人間生活のかかわりについて認識させるこ

とを目標にして新設された．文部省の高等学校学習指導

要領解説（1989b）によると，地学が他の理科科目と異

なって，内容が多岐にわたる学際的なもので，時間的・

空間的スケールも広く，学問的にも体系化されていない

こと，また日常生活と関係が薄いものと考えられやすい

ことを，生徒の地学離れの原因としてあげている．そこ

でr地学I　A」では，人間生活とのかかわりを重視し，

応用地学の面を強調するように内容が選ばれている．こ

のようにすることで，生徒の興味・関心を引くととも

に，体験的・探究的素材となりやすくしょうとする意図

である．内容はおそらく大学入試とは無縁であり，文系

で理科に最も疎縁な生徒に，生活の基本となる自然・資

源・災害・環境を教材として学習させる意義が強調され

ている．なお以下の（5）は必修とし，（1）～（4）については2

以上を選択して履修するように指示されている．

（1）身の回りの地学

　ア　自然の風景

　　　地形と地質との関連を推察させる．

　イ　建造物と岩石

　　　石材に用いられる岩石の成因と種類，主な鉱物組

　　成を平易に扱う．

　ウ　身近な鉱物

　　　代表的な鉱物，宝石を取り上げ，産状や物理的性

　　質のいくつかを観察や実験を通して平易に扱う．

（2）天体の運行と人間生活

　ア　時間と時刻

　　　天球上の太陽や恒星の位置及び運行を中心に扱

　　い，均時差や平均太陽時には触れる程度とする．

　イ　季節と暦

　　　月，太陽との位置関係や運行周期を基にした太陰

　　暦，太陽暦に触れる．

（3）資源と人間生活

　ア　エネルギー資源

　　　太陽放射の熱エネルギー，化石燃料及び核燃料の

　　エネルギーを中心に扱う．

　イ　地下資源

　　　代表的な金属資源鉱物や非金属資源鉱物を扱う．

　ウ　海洋資源

　　　海底の資源物質や海水中の有用物質を平易に扱

　　い，深海底のマンガン団塊や熱水噴出物中の金属硫

　　化物等の生成過程や採集の将来性についても触れ

　　る．

　工　宇宙からの資源探査

　　　人工衛生や宇宙探査機からのリモートセンシング

　　に触れ，情報の判読についても平易に扱う．

（4）地球の活動と災害（羅列的な扱いはしない）

　ア　気象とその災害

　　　雲，天気変化，新聞天気図，衛星雲画像の相互比

　　較・検討によって四季の天気変化の特徴を調べる．

　　また，気象災害を引き起こしやすい状況について考

　　察し，予知・予測に役立つ見方を育てる．異常気象

　　についても触れる．

　イ　火山とその災害

　　　火山分布，マグマ発生の原因，熔岩の性質と噴火

　　様式及び火山の形との関係を防災的観点から扱う．

　ウ　地震とその災害

　　　地震発生の原因，地震波の伝わり方，震度と地震

　　の規模，地震の揺れと地盤との関係などを防災的観

　　点から扱う．

　エ　その他の災害

　　　地滑り，山崩れ，地盤沈下，海岸侵食などの原因

　　を考察させる．人間の活動が自然災害を引き起こす

　　要因になった事例についても触れる．

（5）地球と人間

　ア　地球の環境と人間

　　　空気と3態の水を保有している惑星という観点か

　　ら地球環境を考察する．自然環境と人間生活とのか

　　かわりについても地学的観点から考察する．

　イ　地球環境の変化と保全

　　　大量の火山噴煙による気温低下，気候変動に伴う

　　氷河や砂漠の消長，人間活動による大気汚染・水質
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　　汚濁・森林の乱伐採を扱う．地学的観点から環境保

　　全についても考える．

2　r地学I　B」及びr地学皿」

　地球と宇宙に関する事物・現象は，空間的な広がりや

時間的な長さ，エネルギーの大きさ等において極めて広

範囲で，多様な要因の絡み合いが特徴である．これらを

網羅的に取り扱うことなく，精選された基本的概念や原

理・法則を体系的に扱う．生徒の主体的な探究活動を重

視し，地学的探究力を養い，また自然の事象を分析的・

総合的に考察する能力と態度を育成させることを目的と

している．さらに地球資源・エネルギー資源・人間生活

と地球環境の保全についての理解と認識を深めることが

重要であるとされている．

　基本的には，r理科1」及び選択r地学」の内容と大差

ない．しかし，内容の難度からすれば，従来は，r理科

1」の〔地学基礎〕＋r地学」の〔地学本論〕だったもの

が，「地学I　B」の〔地学本論〕＋「地学n」の〔地学研

究〕とされた分だけ，r地学H」におけるプレート論や宇

宙論などがかなり高度な内容になることが考えられる，

との指摘もある（幾田，1993）．

A　　r地学I　B」

　（1）宇宙の中の地球

　　ア　惑星としての地球

　　　　生物の生存が可能になった地球環境を扱う．

　　　じわ　地球の概観

　　　　　地球の大きさ，形，密度，太陽からの熱量，

　　　　表面の状態などを他の惑星と比較して扱う．地

　　　　表の地形，大気圏の区分についても扱うが，ジ

　　　　オイド，重力，地磁気については軽く触れる程

　　　　度とする．

　　　6）地球の運動

　　　　　地球の自転と公転の証拠，惑星の視運動とケ

　　　　プラーの法則について扱う．

　　イ　太陽と恒星

　　　（ア）太陽の形状と活動

　　　　　太陽表面の観察，太陽放射エネルギーを扱

　　　　う．核融合反応については概要に触れる程度と

　　　　する．

　　　（イ）恒星の放射

　　　　　恒星の明るさ，スペクトル型，HR図，恒星

　　　　の分類を扱う．

　　　（ヴ）恒星の進化

　　　　　散開星団と球状星団の違い，星間ガスと星の

　　　　誕生，質量による進化と寿命の違いについて扱

　　　　う．

　　ウ　宇宙の中の地球に関する探究活動
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　　・地球の大きさや形，惑星の視運動の観察・実験

　　・惑星に関する資料の収集と分析

　　・ケプラーの法則の資料による検証

　　・太陽放射エネルギーの測定

　　・太陽表面の観測

　　・HR図の資料による作成

　　　テーマの設定，探究の方法と計画立案，仮設の

　　　設定，推論，分類，測定，数的処理，データ解

　　　釈，情報の収集と資料の活用，創意ある研究報

　　　告書の作成，を行わせる．この際に，コン

　　　ピューターの活用を図る．

（2）地球の構造

　ア　大気と水

　　（ア）地球の熱収支

　　　　水の3態変化や気象現象が太陽の放射エネル

　　　ギーによって引き起こされていることを扱う．

　　（イ）大気の性質と運動

　　　　大気の層状変化，大気大循環，風について扱

　　　う．

　　⑰　海水と陸水

　　　　海水や陸水による地形変化についても扱う

　　　が，網羅的にならない．

　イ　地球の内部

　　（ア）地球内部の構造

　　　　地球の層構造について地震波の伝わり方を中

　　　心に扱い，プレートの概念にも触れる．

　　（イ）地殻の構成物質

　　　　岩石を中心に主要鉱物も扱うが，結晶系には

　　　触れない．また羅列的にならない．

　　⑰　地球内部のエネルギー

　　　　地殻熱流量，地震と火山活動，マグマの生成

　　　を中心に扱う．

　ウ　地球の構成に関する探究活動

　　・雨や風などの気象現象の観察

　　・水の働きによって作られる地形の観察

　　・等温線や等圧線による大気の状態の作図

　　・岩石や鉱物の観察及び実験

　　・地震波の伝わり方による地球内部構造の推定

（3）地球の歴史

　ア　地質時代の編年

　　（ア）地層と化石

　　　　地層累重の法則，地層の対比，地質時代の区

　　　分，古環境の推論を扱う．初歩的な地質図にも

　　　触れる．

　　（イ）岩石の年齢

　　　　放射性同位体による年代測定の意義を中心に
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　　　　扱う．

　　イ　地殻と生物の変遷

　　　の　地質構造と地殻変動

　　　　　岩石の相互関係や変形，火山活動，地震，断

　　　　層，褶曲，不整合などの地殻の変動を中心に扱

　　　　う．

　　　（イ）生物界の変遷

　　　　　示準化石や生物の大進化・大絶滅を中心に扱

　　　　うが羅列的にならない．原始の地球や生命の起

　　　　源についても初歩的な事項については触れる．

　　　（ヴ）大陸と海洋底の動き

　　　　　プレートの動きによって説明される主要な地

　　　　学現象を平易に扱う．

　　ウ　地球の歴史に関する探究活動

　　　・（野外における）地層や化石の観察

　　　・簡単な地質図の作成

　　　・火山地形や地質構造の観察

B　　r地学∬」

　（1）地球の活動

　　　地質学的なタイムスケールと空間，動的な地球の

　　姿を総合的，系統的に考察させる．

　　ア　地球の進化

　　　（ア）原始の地球

　　　　　地球の誕生を中心に扱い，太陽系や生命の起

　　　　源にも触れる．地球の起源，大気と海洋の起

　　　　源，地殻，マントル，核の分化の概要，先カン

　　　　ブリア時代の岩石と化石を扱う．

　　　（イ）プレートの動き

　　　　　ウェゲナーの大陸移動説からプレートテクト

　　　　ニクス説に至るまでの歴史についても触れる．

　　　　プレートテクトニクス説には未解決の問題があ

　　　　ることにも言及する．

　　イ　地球の環境

　　　（ア）地球に働く力

　　　　　重力の定義と大きさ，ジオイド，重力異常と

　　　　地下構造，地磁気の原因と変化を扱う．

　　　（イ）高層の大気

　　　　　偏西風波動を中心に，高層気象現象観測にも

　　　　触れる．

　　ウ　日本列島の変遷

　　　　島弧一海溝系の代表例としての日本列島を取り

　　　上げ，現在の日本列島の地質及び地質構造が地殻

　　　変動の集積であることを理解させる．

　　　の　島弧としての日本列島

　　　　　島弧一海溝系の地理的位置付けと地学的特徴

　　　　を扱う．

　　6）日本列島の地史

　　　　東アジア及び西太平洋におけるプレートの動

　　　きと関連させて，日本列島の地質と地質構造，

　　　地史を理解させる．

（2）宇宙の構造

　ア　銀河系

　　の　銀河系の構造

　　　　恒星や星間ガスの空間分布，銀河系の構造と

　　　大きさに触れる．

　　6）銀河系の運動

　　　　銀河系の回転運動や質量を中心に扱う．

　イ　銀河

　　Gわ　銀河の形状

　　　　銀河の形，種類，距離と空間分布を中心に扱

　　　う．

　　（イ）宇宙の進化

　　　　銀河のスペクトル線のずれ，宇宙の膨張，宇

　　　宙の誕生と年齢などを扱う．

（3）課題研究

　　以下から1以上の適当な課題を設定し，研究し，

　創意ある研究報告書を作成させる．注意事項はr地

　学IB」に同じである．

　ア　特定の地学的事象に関する探究活動

　・恒星のカラー写真撮影による色と等級の研究

　・気象衛星画像を利用した雲の発生・発達・消滅

　　の研究

　・偏光顕微鏡による岩石の観察

　・人工衛星画像や空中写真を利用した地形・地質

　　の判読

　・地球観の歴史的変遷の研究

　・惑星の視運動の研究

　・地球内部構造の研究

　・微化石を使った古環境の復元

イ　自然環境についての調査

　・学校や居住地付近の地形や地質の調査

　・地震後の被害状況と震度階の調査

　・校内や居住地の局地気象の調査

　・河川水や地下水などの状態と水質調査

　・花粉化石，珪藻化石を使った古環境の調査

他の理科科目での地学分野内容の展開

　r総合理科」r物理I　A／I　B／n」r化学I　A／I　B

／E」r生物I　A／I　B／H」の各科目における新学習

指導要領（文部省，1989b）での内容と，そこに指示さ

れている範囲内で，地学の内容を，どのように発展的に

取り入れることが出来るかについての私案を概説する．

T
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なお以下のまとめにおいて，学習指導要領に地学の範囲

の内容の扱いに関する指示が見当たらず，また，授業に

おいても地学分野の内容を取り扱うことが困難と判断す

る場合には，「特に指示なし」とした．

1　r総合理科」

　国民的教養の学習を目標としており，多くの事項を取

り上げず，内容は大きなまとまりで示されている．単な

る物理・化学・生物・地学の寄せ集めではない総合的な

理科であるという性格付けである．具体的には，多様性

と共通性の概念の形成，時間や空間の概念から変化・平

衡・相互作用の概念へと導くこと，エネルギーを取り上

げることによってこれらをより深く理解させる，とあ

る．さらに各段階で課題研究を行い，自然に対する興味

・関心を一層高め，また自然を調べる能力や態度を育成

し，問題解決の能力を身につけさせるように指示されて

いる．

（1）自然の探究

　ア　自然の認識

　　　岩石・鉱物等を肉眼や光学機器で観察させる．

　イ　観察，実験の計画と実施

　　　温度と熱，生物の変異，物質，岩石等から適宜課

　　題を選定する．文献の大切さにも触れる．

　ウ　観察，実験の整理とまとめ

　　　データのまとめかた，グラフの活用や結果の整理

　　の仕方，レポートの書き方などを扱う．

（2）自然界とその変化

　ア　多様性と共通性

　　　身近な生物，岩石，物質などを取り上げる．

　イ　変化・平衡・相互作用

　　　地球の熱収支，生態系，化学変化，力のつりあい

　　などについて触れる．

　ウ　エネルギーとその変換

　　　エネルギーの種類，変換，保存を取り扱う．

（3）人間と自然

　ア　資源・エネルギーとその利用

　　　水資源，化石燃料（石炭や石油），太陽エネル

　　ギー，原子力などの種類と特性，利用法を取り扱

　　う．

　イ　自然環境とその保全

　　　特に指示はないが，地学的視点から見た環境問題

　　についても触れることができる．

　ウ　科学技術の進歩と人間生活

　　　特に指示はないが，地学分野からの取り扱いも可

　　能であると考えられる．

（4）課題研究（ア～ウのすべてを取り上げなくてもよい）

　ア　特定の事象に関する観察，実験

2

　学問体系に沿った基本的諸概念を取り扱わず，

活に見られる物理的な事物・現象をいくつか取り上げ

て，物理的な内容や原理・法則・応用について探究的に

調べる体験的学習を中心にしている．極端な考え方をす

れば，物理の面白いお話しの授業，つまり生徒の興味・

関心を引き，物理に対する堅苦しいイメージを払拭する

ための授業展開も可能である．以下の（1）～（5）の項目のう

ち一部を選択できる．

（1）光と音　→特に指示なし

　　目や耳の構造や機能には深入りしない．

　ア　光と目

　イ　音と耳

（2）物体の運動　→特に指示なし

　　直線運動を中心に扱う．

　ア　運動の表し方

　イ　摩擦と衝突

（3）エネルギーと生活

　ア　温度と熱→特に指示なし

　　　比熱，熱容量，絶対温度にも触れる．

　イ　電気エネルギー　→特に指示なし

　ウ　エネルギーの移り変わり

　　　特に指示はないが，地学的視点からエネルギー保

　　存を扱うことも可能であると考えられる．

　工　太陽エネルギーと原子力

　　　風，波，化石燃料などのエネルギー利用にも触れ

　　る．原子力については，放射能や原子力の利用とそ

　・炭酸塩の果たしている役割一石灰岩からセラミッ

　　クスまで一

　・微気象

　・日射量の測定

　　自然環境についての調査

　・自然放射能の測定

　・大気汚染の測定

　・水質調査（河川・湖沼・海水・水道水）

　・雨水中の物質や放射能の測定

　　科学の歴史における実験例の研究

　・天動説から地動説へ

　・道具の発達の歴史一測定精度の向上の歴史一

　r物理I　A」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日常生

ウ

イ

　　の安全性の問題にも触れる．

（4）情報とその処理　→特に指示なし

　　コンピューター操作やプログラミングを主たる目的

　としない．

　ア　情報の伝達

　イ　情報の処理

　ウ　情報の記憶



78 川　勝　和　哉

　　　　（5）物理学の影響　→特に指示なし

　ア　生活の変化と物理学

　イ　ものの見方と物理学

3　「物理I　B」および「物理皿」

　可能な限り単純化した条件下で，自然の事物や現象に

ついての定量的観察・実験を行い，普遍的な法則を見い

だし，さらに新しい事物や現象を予測したり説明したり

するために，探究の過程を重視して物理的な考察能力や

態度を身につけさせることを目的としている．とりわ

け，物理が難しい科目として考えられる原因が，数量的

に定義された抽象度の高い概念が扱われることや，原理

・法則を演繹的に適用する際に数学的演算が多いことに

あるととらえ，具体的な事物・現象によって理解させる

ように指示されている．

　r理科1」物理分野および選択r物理」と比較すると，

2つに分かれたことにより，r物理I　B」のr波動」を教

える際に注意が必要である．波動について扱う以上，

r波の表し方は図形を中心として扱う」とあっても，授

業の実際として正弦波の式は扱うし，単振動にも触れた

い．r理科1」ではr単振動と波動」という項目があった

が，今回の改訂では，単振動はr物理n」の内容とされ

ている．また，r物理I　B」の小項目r電子の電荷と質

量」の扱いにも配慮が必要である．吉田（1993）は，ト

ムソンの実験を扱うときに，彼の実験を理解するために

重要なローレンツカを，r物理H」で扱うことになって

いると指摘している．電界や電位との関係だけでは，

（電子の速さが直接測定できなければ）比電荷は計算で

きないのであるから，教授に際してはこの点に注意が必

要である．さらにr物理I　B」で放射線や原子力を扱う

ことになっているにもかかわらず，原子核の変換はr物

理H」の分野である点にも注意が必要である．

A　　r物理I　B」

　（1〉運動

　　ア　カと運動　→特に指示なし

　　　Gり　力のつり合い（慣性モーメントは扱わない）

　　　6）運動の表し方（円運動は扱わない）

　　　（ヴ〉運動の法則（円運動は扱わない）

　　　＠　落体の運動（放物運動も扱う）

　　イ　運動量　→特に指示なし

　　　（ア）運動量と力積

　　　（イ）運動量の保存

　　ウ　運動に関する探究活動　→特に指示なし

　（2）エネルギー

　　ア　力学的エネルギー　→特に指示なし

　　　（ア）仕事

　　　6）位置エネルギーと運動エネルギー

　　　　弾性エネルギーにも触れる．

　　⑰　力学的エネルギーの保存

　　Oわ熱と温度

　　（イ）　ボイル・シャルルの法則

　　　　理想気体の状態方程式は扱わない．

　　⑰　熱と仕事

　　ω　エネルギーの変換と保存

　ア　波の性質

　イ　熱とエネルギー　→特に指示なし

　ウ　エネルギーに関する探究活動　→特に指示なし

（3）波動

　　　　　　→特に指示なし．

　　Gわ　音の伝わり方

　　　　ドップラー効果は初歩的な程度で触れる．

　　（イ）共鳴・共振（うなりにも触れる）

　　Gわ　光の進み方

　　仔）光の干渉・回折

　　（ヴ）スペクトル

　　（ア〉電界・電位

　　（イ）電流回路

　　⑰　電流と仕事

　イ　電子と原子

　ウ　光波　→特に指示なし

　工　波動に関する探究活動　→特に指示なし

（4）電流と電子

　ア　電界と電流　→特に指示なし

　　　横波と縦波

　　　波の伝わり方

　　　波の干渉・回折

　　　特に断ってはいないが，地震波の伝わり方で

　　教える教科書もある．

イ　音波

　○わ

　（イ）

　⑰

（ア〉電子の電荷と質量

6）原子

⑰　放射能

　　半減期や安全性にも触れる．特に断ってはい

　ないが，地質学の年代測定に関する放射性同位

　　　　体についても触れることができると考えられ

　　　　る．

　　ウ　電流と電子に関する探究活動　→特に指示なし

B　r物理H」

（1）運動とエネルギー

　　ア　円運動と万有引力
¢わ

（イ）

⑰

等速円運動　→特に指示なし

単振動　→特に指示なし

万有引力

ケプラーの法則を扱い，惑星の運動と重力に
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　　　　よる物体の運動を説明する．

　　イ　気体分子の運動　→特に指示なし

　　　（フう分子運動と圧力

　　　　　理想気体の状態方程式，分子運動と絶対温度

　　　　の関係についても扱う．

　　　（イ）内部エネルギー

　（2）電気と磁気

　　ア　電流と磁界　→特に指示なし

　　　の　電流による磁界

　　　　　直線電流や円電流による磁界を中心に扱う．

　　　（イ）磁界が電流に及ぼすカ

　　イ　電磁誘導と電磁波　→特に指示なし

　　　（ア）誘導起電力

　　　（イ）電磁波

　（3）原子と原子核

　　ア　波動性と粒子性　→特に指示なし

　　　（ア）電子の波動性

　　　6）光の粒子性

　　イ　原子の構造

　　　（ア）原子モデル

　　　　　水素原子の構造を中心にスペクトルと関連さ

　　　　せて扱う．

　　　（イ）原子核の変換

　　　　　核反応，核分裂，核融合を扱う．

　　　⑰　素粒子

　　　　　宇宙線についても簡単に触れる．特に指示さ

　　　　れていないが，天体の分野（特に恒星の構造な

　　　　ど）についても触れることができると考えられ

　　　　る．

　（4）課題研究

　　　1以上の適当な課題を設定し，研究させ，創意あ

　　る研究報告書を作成させる．ここで地学分野の内容

　　に関係するものは1つである．

　　ア　特定の物理的事象に関する探究活動

　　　・自然放射性物質の採集と測定実験

　　イ　物理学の歴史的実験例の研究

4　r化学I　A」

　日常生活と関係の深い科学的な事物・現象に関する探

究活動を通して科学的な見方や考え方を養うことと，科

学技術の進歩と人間生活とのかかわりについて認識させ

る点に特色をもたせている．体系的に基本的諸概念を取

り扱うことはしない．従来重視されていなかった応用面

も重視し，これらを平易に扱うとしているため，事実

上，大学入試には対応できない科目である．その他，全

体的な内容の取り扱いについての部分で，詳細で羅列的

な扱いはしないように，との注意が多い．なお計量法の

改正に伴い，熱量の単位はすべてcalから」に変更され

ている．以下の（1）～（5）の項目すべてを履修させる必要は

なく，（1）と（5）は必修，（2）～（4）についてはこの中から1以

上を選択履修させることができる．

（1）自然界の物質とその変化

　ア　自然界における物質の成分元素

　　　岩石，植物，動物などを取り上げ，それらを構成

　　している物質のうち主要な成分元素を中心に扱う．

　イ　空気　→特に指示なし

　ウ　水　→特に指示なし

（2）　日常生活の化学　→特に指示なし

　ア　食品の化学

　イ　衣料の化学

　ウ　染料と洗剤の化学

（3）身近な材料　→特に指示なし

　ア　プラスチック

　ィ　金属

　ウ　窯業製品

（4）身の回りの物質の製造

　ア　空気からできるもの　→特に指示なし

　イ　鉱物からできるもの

　　　鉱物から取り出される日常生活にかかわりの深い

　　鉄，アルミニウム，銅などから1～2を例として取

　　り上げ，鉱物の精練を扱う．

　ウ　石油からできるもの　→特に指示なし

（5）化学の応用と人間生活

　ア　化学の進歩とその役割

　イ　環境の保全

　　　ア、イともに特に指示はないが，地学的視点から

　　見た内容の取り扱いも可能であろう．

5　r化学I　B」およびr化学H」

　物質を対象として，その性質や反応，構造を調べるこ

とにより物質の特徴を理解し，物質に関する原理や法則

を理解させ，さらに物質の利用についても考察すること

を目的としている．とりわけr化学I　B」では，社会人

として必要な基礎知識を精選して取り扱い，計算を行う

ためだけの扱いをされがちな事象については，定量的な

扱いはせず，定性的扱いに重点を置く，としている．ま

た全体的な注意として，網羅的な扱いをしないようにと

ある．

　旧学習指導要領では扱っていた，酸・塩基の規定度，

油脂のヨウ素価，ケン化価は扱わないように指示されて

おり，周期表の族番号も，亜族方式（1A～7A，8，

1B～7B，0）から，新しく1～18族方式に変更され

ている．化学平衡は化学の本質を理解する上で必要不可

欠な内容であるが，新学習指導要領ではこれを「化学
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n」で扱うように指示されている．このため現場では，

r化学H」を履修しない生徒への化学平衡に関する対処

が必要である．実際の大学入試においては，学習指導要

領において，定性的に化学平衡を扱うということになっ

ているにもかかわらず，計算問題が要求される場合が多

いため，該当生徒にはこの面にも配慮が必要である．

A　　r化学I　B」

　（1）物質の構造と状態

　　ア　物質の構成（モルの導入）　→特に指示なし

　　　Gわ　物質の構成単位と成分元素

　　　（イ）物質量

　　イ　原子の構成　→特に指示なし

　　　（ア）原子構造のモデル

　　　（イ）元素の周期表

　　ウ　化学結合

　　　　金属結合については触れる程度とする．

　　　（ア）イオン結合　→特に指示なし

　　　（イ）共有結合

　　　　　特に指示はないが，結晶鉱物学の基礎知識と

　　　　しての扱いも可能であると考えられる．

　　工　純物質と混合物

　　　（ア〉気体，液体，固体

　　　　　固体の結晶を扱う場合には，ダイヤモンド，

　　　　黒鉛，塩化ナトリウムの結晶中の原子またはイ

　　　　オンの配列を扱う程度とする．結晶鉱物学の基

　　　　礎としての扱いも可能であろう．

　　　（イ）気体の分圧　→特に指示なし

　　　（ヴ）溶液　→特に指示なし

　　　　　沸点上昇，凝固点降下，浸透圧の定量的扱い

　　　　はしないこと．

　　オ　物質の構造と状態に関する探究活動

　　　　　　　　→特に指示なし

　（2）物質の性質

　　ア　無機物質　→特に指示なし

　　　の　単体

　　　（イ）化合物

　　イ　有機化合物

　　　Oわ炭化水素

　　　　　天然ガスや石油などの天然資源とのかかわり

　　　　にも触れる．

　　　（イ）酸素を含む化合物　→特に指示なし

　　　（ウ〉窒素を含む化合物　→特に指示なし

　　ウ　物質の性質に関する探究活動　→特に指示なし

　（3）物質の変化

　　ア　酸と塩基の反応　→特に指示なし

　　　（ア）酸・塩基

　　　（イ）中和

　　　　　規定度は扱わない．pHは測定実験を中心に

　　　　取り扱う．

　　イ　酸化還元反応　→特に指示なし

　　　（ア〉酸化・還元

　　　　　イオン化傾向に触れる．

　　　6）電気分解

　　　　　ファラデーの法則を中心に扱う．

　　　⑰　電池

　　ウ　化学反応と熱　→特に指示なし

　　　¢わ　反応熱

　　　6）熱化学方程式

　　　　　ヘスの法則を中心に扱う．

　　工　物質の変化に関する探究活動　→特に指示なし

　　r化学n」

　（1）反応の速さと平衡

　　ア　反応の速さ　→特に指示なし

　　　（ア）速い反応と遅い反応

　　　（イ）触媒

　　イ　化学平衡　→特に指示なし

　　　Gわ　可逆反応と化学平衡

　　　　　水素イオン濃度にも触れる．

　　　（イ）化学平衡の移動

　　　　　ルシャトリエの原理を中心に扱う．

　（2〉高分子化合物　→特に指示なし

　　ア　天然高分子化合物

　　イ　合成高分子化合物

　（3）課題研究

　　　1以上の適当な課題を設定し，創意ある研究報告

　　書を作成させる．このときコンピューターの活用を

　　図る．地学分野に関係するものは1つのみである．

　　　ア　特定化学的事象に関する探究活動

　　　　・分子模型，構造模型の製作

　　　イ　化学の歴史的実験例の研究　→特に指示なし

6　r生物I　A」

　日常生活と関係の深い生物，人間，生物現象に関する

B

探究活動を通して，科学的見方や考え方を養うととも

に，その応用についての理解を図り，科学技術の進歩と

人間生活とのかかわりについて認識させることを目的と

している．ここでは体系的に諸概念を扱わず，自分自

身，ヒトとしての生物学的特徴や他の生物とのかかわり

など，身近な関心事を起点とした体験的学習を中心に据

えている．また従来では重視されなかった，医学・農学

・薬学などの応用面も重視されている．なお（1）は必修で

あり，（2）～（5）についてはその中から2以上を選択して履

修させるように指示されている．

T
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（1）人間の生活と生物

　ア　日常生活と生物　→特に指示なし

　イ　自然のなかの人間

　　　食物連鎖，物質循環などを平易に扱い，環境保全

　　にも触れる．特に指示されていないが，地学的見地

　　から物質循環や環境問題に触れることも可能であろ

　　うと考えられる．

（2）生物としての人間

　ア　ヒトの特徴

　　　形態的特徴や系統的位置を扱う．特に指示されて

　　いないが，第4紀におけるヒトを中心とした進化に

　　も触れることが可能であると考えられる．

　イ　ヒトの行動　→特に指示なし

（3）生命を維持する働き　→特に指示なし

　ア　食物と代謝

　　　栄養素や消化酵素の羅列的扱いは避ける．

　イ　からだの調節

　　　ホルモンや神経系の羅列的扱いは避ける．

（4）親から子へ　→特に指示なし

　ア　ヒトの一生

　　　受精，発生，成長と老化を中心に扱い，発生の過

　　程やその仕組みについては詳細な扱いを避ける．

　イ　ヒトの遺伝

（5）生物学の進歩と人間生活　→特に指示なし

　ア　微生物の利用

　イ　品種の改良

7　r生物I　B」及びr生物皿」

　基本的な生物の概念や原理・法則を理解させ，また探

究の過程を通して科学の方法を習得させ，科学的な自然

観を育てることを目標としている．これらは網羅的に扱

われることのないようにし，重点的に体系的な知識と理

解を得させるように注意されている．また新たに設けら

れた探究活動においては，観察・実験の実施から創意あ

る研究報告書の作成までを行わせるように指示されてい

る．r生物I　B」では分子レベルでの扱いがほとんどで

きなくなっている．

A　　r生物I　B」

　（1）生物体の構造と機能

　　ア　細胞　→特に指示なし

　　　（ア〉細胞の構造と機能

　　　（イ）細胞の増殖

　　　⑰　単細胞生物と多細胞生物

　　　　　名称を羅列的に扱わないこと．

　　イ　代謝　→特に指示なし

　　　Oわ　生物体内の化学反応と酵素

　　　　　名称や働きを羅列的に扱わないこと．
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　　（イ）同化

　　㈲　異化

　　　　解糖系，クエン酸回路，水素伝達系について

　　　は存在に触れる程度とする．

　　ウ　生物体の構造と機能に関する探究活動

　　　　　　→　特に指示なし

（2）生命の連続性

　ア　生殖と発生　→特に指示なし

　　（ア）減数分裂と生殖細胞の形成

　　（イ）生殖と生活環

　　（ヴ〉発生とその仕組み

　　　　形成体の働きを中心に平易に扱う．

　イ　遺伝と変異　→特に指示なし

　　の　遺伝の法則

　　（イ）遺伝子と染色体

　　　　二重乗り換えには触れない，またDNAの分

　　　子構造は扱わない．

　　⑰　変異

　　ウ　生命の連続性に関する探究活動

　　　　　　　→特に指示なし

（3）生物環境

　　ア　生物の反応と調節　→特に指示なし

　　（ア）刺激の受容と動物の行動

　　　（イ）内部環境とその恒常性

　　　（ヴ〉植物の反応と調節

　　イ　生物の集団

　　　（ア）生物の集団とその変動

　　　　　遷移についても扱うが羅列的にならない．

　　　（イ）生態系と物質循環

　　　⑰　自然界の平衡と環境の保全

　　　　　以上において，生態系における物質循環とエ

　　　　ネルギーの流れを地学的見地から扱うことも可

　　　　能であると考えられる．

　　ウ　生物と環境に関する探究活動

　　　　　　　→　特に指示なし

B　r生物H」

　（1）生物現象と分子

　　ア　生物体の機能とタンパク質　→特に指示なし

　　　（ア）代謝と酵素

　　　　　ATP生成のしくみや筋収縮のしくみ等を扱

　　　　うが，複雑な化学反応式や詳細な反応経路図は

　　　　用いない．

　　　（イ）生体防御とタンパク質

　　イ　形質発現と核酸　→特に指示なし

　　　の　遺伝情報とその発現

　　　　　DNAやRNAの詳細な分子構造には触れな
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　　　い．

　　（イ）形質発現の調節

（2）生物の進化と系統

　ア　生物の進化

　　の　生物界の変遷

　　　　地球環境の変化と生命の起源及び進化の過程

　　　の概要を扱うが，各地質時代の生物を羅列的す

　　　ることはしない．

　　（イ）進化の仕組み

　　　　進化の証拠やその要因についての諸説及び適

　　　応と進化の関係を扱い，また初歩的な集団遺伝

　　　にも触れる．

　イ　生物の系統と分類　→特に指示なし

　　（ア）生物の系統

　　（イ）生物の分類（羅列的にならない）

（3）課題研究

　　1以上の適当な課題を設定し研究する．地学分野

　に関係するものは2つである．

　ア　特定の生物や生物現象に関する探究活動

　　　　　　→　特に指示なし

　イ　自然環境についての調査

　　・地域に生息する特定の生物の生活や分布の調査

　　・指標生物による環境の調査

　　　以上は示相化石の分布調査につなげることが可

　　　能である．

今後の問題点

　今後，新学習指導要領が施行されていく中で，生じて

くるであろうと考えられる問題点（一部は既に問題と

なっている）をあげる．

1．生徒の理科離れに対応するために，r日常生活との

　かかわりや科学技術の応用に関わる側面も重視」し，

　生徒の興味・関心に応じて対応するように指示されて

　いるが，理科教育本来の到達目標自体が安易に下げら

　れ，生徒に迎合する内容になりやすい．

2．新学習指導要領の総則にはr各教科・科目の指導に

　当たっては，生徒の学習内容の習熟の程度などに応じ

　て弾力的な学級の編成を工夫する」と，習熟度別学級

　編成の考え方が示され，r各学年の過程の終了の認定

　については，単位制が併用されていることを踏まえ，

　弾力的に行うよう配慮する」とある．同じく，理科の

　総説にもr生徒の能力・適性・進路等に応じた指導を

　一層重視し，適切な選択履修が可能となるように」，

　との指示がある．しかし高等学校の教育現場におい

　て，このような弾力的な学級編成や，複数に区分され

　た科目の増設（実際には，同時展開授業時数の拡大）

の理念を満たすようなカリキュラム編成やクラス編成

は複雑すぎて困難である．このため，理念ばかりが先

行し，それが十分生かされないままに，弊害を生む危

険性もある．

3．課題研究や探究活動が新設され，また，科目が選択

履修できる，などにより，今まで以上に現場の教師の

幅広い力量と判断力が大きく問われるようになる．

4．意味を理解していなくても計算方法だけはわかって

いる，という弊害を取り除くという目的は理解できる

が，従ってr定量的な扱いは避ける」というのは安易

にすぎないか．

5．大学入試が今回の学習指導要領改訂に併せて変革さ

れるのかどうかの問題がある．実際に大学入試に対応

するのはr　H」を付した科目となろうが，高等学校に

　おける細分化された科目の履修パターンによって，受

験科目に合わないために受験可能校が限定される，と

いった不利益を生徒が被ることのないようにしなけれ

　ばならない．

6．大学入試への対応を積極的に進めている進学高等学

校の現場では，探究活動や課題研究が大幅に取り上げ

　られたことは評価されるべきである，との声が多い．

　しかし逆に，問題演習に時間をかけて，希望の大学に

　1人でも多く合格させたいというのも本音である．新

学習指導要領に基づいた入試システムの確立が望まれ

　る．

7．課題研究で扱う内容によっては，たとえば冬でしか

扱えない課題材料もあるであろう．この場合，大学受

験を目指す生徒にとっては，課題研究が大きく取り上

げられることになったがために，季節的制約から，ま

だ学習していない範囲が入試問題として出題される，

などの問題が生じる可能性がある．
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